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序

ヱド尽には、 な文化財が数多くあり、 Jill蔵丈化財もその・つでありま に一

れら先人の残した を し後 !II~ に伝えて行くことは、私達に課せられた

ありますが、これとともに、豊かで快適な生活を築くための地域出発や

路を主体とする交通体系の整備は、県民の切実な要望であります。

ともすれば、開蔵文化財の保護と地域開発の推進を並行させることには困難を

伴うこともありますが、両者の調和のとれた行段施策が今日的課題であり、その

ための基俳となるのが遺跡分布調去と遺跡範Pl!雄認調子五であります。

l土、 つ
ノ
〕 として実施した、東北横|ギrr日 引く日]

ー軽井?J(l出lヌ開拓地民道整備事業などの分布調斉と、秋田外環状道路

• F!T' m地区民免農道鞍(賄事業・

去の結果をまとめたものでありますっ

後になりましたが、これらの調去に協力いただきました関係各機関に感謝中

などの遺跡範確認、

し1:-ーげ、るとともに、今後とも埋蔵文化財の保護につきましてご協力下さいますよ

うお願い中しとげます。

平成 3主r3 n 5日

秋田県教育委員会

橋本顕
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は、平成 2年度に秋田県教育委員会が同庫補助を得て実施した、遺跡分布調査と遺跡

ある U

2 本吉:に掲載の遺跡分布調査置範問権認調査は、主に秋田県教育庁丈化課・秋田県埋蔵文化
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した したものを、秋田県埋蔵丈化財一
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3 遺跡分布調査のうち、 レ 問i注特別土地改良に

係る り に遺跡が確認されなかったので、ヰ三

ら除外した口

4 遺跡範囲確認調査のうち、東北横断白 に係る小松原遺跡と大畑清沢

日遺跡は、 調高i区1)']から遺構などが確認されなかったので、 から除外し

fこG

5 報弁書に使月jした地図は、建設省伺土地理院発行の 5万分のl地形図・ 2万 5千分の l地形

図と、日本道路公団・建設省・秋田県農政部・秋田県土木部が作成した 1千分の 1・5百

分の lの地図である口
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遺跡行、布 ~JtJ ^f仁

1章 はじめに

補助事業費を何て実施した平成 2 年度の泣跡詳細分布謝JfJ~は、東北損 I~JJ Í" rl動車道秋l!l親

・秋Hl外環状道路建設事業・巨人道Illill化道路改良工事・出 111地R152免長道長官ii

業・軽井沢地|又開拓地農道整備事業・り・討II場整備事業・

之、;害防除特 ~]ILI と、 京Jヒ横断 H
口司、;ιi
I"-!)と!.l

に係る j宣@~;範日十llî在

にぷづいて、秋田県教育庁文化課が、{大

門職員の協力を得て、平成 2年 4

丘日告己え司王ー ollm 

である。これらの調子がま、既に策定しである

Fll rli教育委討会、鹿ifJ-Ib-教育委民会、大館T↑

けから l2j-Jにかけ したものであるや

第 2章 平成 2年度遺跡分布調査。遺跡範囲確認調査

第 l節遺跡分布調査

l 調査の目的

開発予定地内を踏去して、遺跡の有無を位認し、

2 調査の方法

( 1 ) 計画地域の範|圏内で造物の表面採集及び試掘調売を実施して、遺跡の所在を確認する。

( 2 ) 調査の期間は概ね 1 5 R問とし、地元の人々の遺跡についての情報を活月!する。

( 3 ) 確認された遺跡を地図に記入するなどの記録は、必ず現場で行う。

(4 ) 遺跡の現況、遠景を必ず写真損影する。同時に遺跡に主るまでの経路、 H擦を詳しく

を講ずる

し、初めての人でも;迷わず現l:晶に

( 5 ) 使則する地図は、 2.5万分の l地形図と

できるようにする。

で作成した凶面とする。
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遺跡分布調子長

名
一

業
一

事
一

び
一

及
一

域
一

幼
匂
一

誠
一

調
一

O
一

N

に

υ
一

調査期間

平成2年11月20・21日

(秋田市)

月23日

3 I県道田山花輪線道路 |平成2年7月11日

改良工事(鹿角市)

4 I 曲目地民農免農道整備 平成2年6月29[=1 

事業(大館市)

5 I軽井沢地区開拓地農道 平成2年6月1日

(羽後IUJ)

6 I県営園場整備事業 |平成2年4月24日

(森吉町)

7 I L~+営雄平東部地反広域 l 月14日

(横子市)

平成2年12月7・8R

(;];J y:麦IlIJ)

第2節遺跡範囲確認調査

1 調査の目的

路線に係る周知の遺跡 3カ所

と新発見の遺跡 iカ所を確認、

に係る新発見の遺跡 iカ

所を確認

路線に係る周知の遺跡 lカ所

を確認

路線に係る新一発見の遺跡 2カ

所を確認

路市長に係る!母知の遺跡 iカ内?

と新発見の遺跡 iカ所を確認

事業広域内に周知の遺跡 iカ

j~ を確認

路線区域内に遺跡は確認され

なかった

にj宣助、は1確認され

なかった

に係る遺跡の範凶確認、調査を実施して、埋磁文化財の保護と保存を凶る〈

2 調査の方法

( 1 ) 遺跡の広がり、 j里j交の度合、時代とその性格を知るために、当該地域で造物の表的i

採集及び小規模の発掘調査(遺構確認而までの掘 v) 1'-げを基本とする)を行う

( 2 ) 調去の期間を概ね 2--10臼間とし(調査対象出積に応じて増減を凶る)、その期間

内に、できるかぎり j玄構・遺物の広がりを確認する。

|収勺τ、

( :i ) 1確認された遺構・遺物、堆積土の厚さ、;造物包台!者などの

と発掘調査状況、確認された遺構・造物など

- 2 -

は現場で行う戸その

をする円



遺跡範囲確認調長

( 4 ) 1吏刑する地形図は、 で作成した一番大きな縮尺図面とし、新規に測量など

は行わない口

( 5 ) 遺跡のすi由条件などに叩した適切な調斉をする口

3 事業主体

秋田県教育委員会

4 調査担当者

秋田県埋蔵文化財学芸主事大野憲司、 !司栄一郎、 |吋利部修、!司小畑巌、

七ンタ一 同谷地葉、 同高橋学、 同武藤祐浩

文化財主査庄内昭男、 同 桜田隆、

同高橋忠彦、 文化財主事小林克、

非常勤職員小Ull)~ 透、 同 ::{-l'JII

同 石 川

文化財ー主任 柴同陽一郎、

同粟津光男

|可佐藤尚明

5 事業名・調査対象遺跡・調査期間ほか

No 業 名 遺跡名・所在地 調査期間 4荷 要

東北横l宅!r自動車道 虫内 I遺跡(L[l内村) 平成2年6月l日月町|

秋田総建設事業 新町遺跡(横手市) 平成 3 年 5 月 14~ 5月23日

小松原遺跡(横手市) 平成 2 年 5 月 14~ 5月23FI 調調査査不区要内は発掘

大畑i替沢E遺跡(南タ付す) 平成 2 年 5 月 21~ 5月23日
調と査認定医内ではき遺ず跡

つムJ 秋田外環状道路 待入E遺跡(秋田市) 平成 2 年 4 月 18~ 5月10日

建設事業 大平遺跡(秋田市) 平成 2 年 5 月 14~ 5月31日

3 琴Ii.能代道路 八幡台遺跡(八竜町) 平成 2 年 6 月1l~6 月 15 日

建設事莱

国道 103ザ道路 社!王岱遺跡(大館市) 平成2年10月22--10月23日

改良:仁事 上野遺跡(大館市) 平成 2 年10月 18~ 1O月 19 日

:コ 山凹地v農免農道 家ノ後遺跡(大館市) 平成 2 年10月 29~- 1l月 i 日

主主1賄事~(ミ 上聖遺跡(大館-rl'Jl 平成 21flOh24~ 10月25日

I 6 '困場整備事業 白坂遺跡(森吉1f!T) 平成 2 年10月 22~1l月 9 日

7 秋I::I~Iふるさと村 田久保下j立跡(横子市) 平成 2年4fJ 16~ 4月19日

接試号ー吉正

8 りfL道協和・松ケ111奇 和田j立制:(1窃和1f!T) 平成 2 年 4 月 16~ 4月19円

線道路改良工事

- 3 -
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• lël川繍~J司在

. 分11;・槌[明確認調査

第 1図 遺跡分布 ・遺跡範囲確認調査位置図

- 4 -



j立跡分~{iT~}m}仁

3章調否 の

1節遺跡分布調有

1 東北横断自動車道秋田線建設事業(秋田ー秋田間) (第 2図)

秋田市上北千占野から上新城道川に主る延長16.1kmの高速n動車問道で、北側で、秋間外環状

道路と接続する古|担[の路線である。平成元年度に一部踏査を行ったが、本年度は改めて全線を

踏売し、遺跡の占地の可能性が強し については試掘を実施したものである。

その結果、 iカ防?と、!司会日のj宣跡 3カ所が路線に係ることを確認した。なお、

この外 1カ所について

必要がある。

を行うことが出来ず、後日改めて遺跡か丙かの確認を行う

]古里子j立跡 2 石千rl1遺跡 3 、F-JI[遺跡、 4 : j蟹 hf~j立跡

第 2図 東北横断自動車道秋田線建設事業地内遺跡位置図

5 
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E告す泉に係るj立勘;については、昭和63年)支会 により 8カ されているカ:
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「 守地につ l¥て行ったもので、日!司有の結果、新たに l
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3 県道田山花輪線道路改良工事 (第 1立1)

鹿角市花輪下rUJから咋'ilに王る延長1.04kmの計画路線で、この民間についてか布間交を実施

第4図 山花輪線道路改良工事地内遺跡位置図



i 宣~，)l; うJ- '{Ij~)r\]有

4 曲 (第 5[立[)

により路根上に Iカjijyの遺跡が係ることを したが、その

他、遺跡か丙か明確でない地点もあ打、

たものである〔

はこのうち、 な に汁 L を行っ

丸、 新発見の;泣跡が三力}与Î-ím~認された口このほか、

5カ所認められたが、これらについては、後円改め

する必要がある υ

占地の IJJ能性の強い地点が

を行って、遺跡の有無を確認

第 5図 歯宿地区農免農道整{備詣事業地内遺跡{位立罷図 G刊j

1 手玄‘ノ f後圭j立2剖'D; L思遺跡

fウ



遺跡分布調 lil~

5 (第 6[立J)

羽後町軽井沢地1):)における 218kmの計4 曲i路線で、この1/11司につい

第 6図 軽井沢地区開拓地農道整備事業地内遺跡位置図

を実施した

1 粍井けてiJJIi日拓Ji!l:ft占;
2μιィ!日lJ室跡



i1j:Ril;分ずlimmw

6 (ザ~

北1'1¥HI IIIT白坂j出|ベにおける ーレ 寸

正¥1).{;)u 

第 7図 県営圏場整備事業区域内遺跡f立震国

- 9 -



虫内 I遺跡

2節遺跡範囲確認調査

東北横断自

虫内 I遺跡

1 所設地

2 工事区域内遺跡範囲

3 調査期間

4 調査担当者

5 遺跡の立地と現況

平鹿郡山内村土j刻字虫内45番地、外

7.400m2 

平成 2年 6)=J 11 日 ~6 月 22 日

大野憲司、佐藤尚明

虫内 I遺跡は、奥羽LlI脈の西側山地を縫うようにしてTlfr流する横手川の左岸低位段正上

に-;r地している。]R東日本北上線相野々駅の間約700mである G

山内村南郷方面から西流してきた横手川は、虫内部落の東側直近で流路をほぼ直角に北

に変える。遺跡は、この屈曲部西側に位置し、;遺跡の南側と西側に迫る山地の山懐に抱か

れるように所在している。 j宣跡の立地する低位段圧聞は、微視的には南西側がやや高く北

東側にi斬移的にf尽くなるが、ほほ平坦な聞をなしている。遺跡中央部の標高は約105mで、

横手川の現河水面との比高差は約10mである口

遺跡の東側と西側には、それぞれ虫内皿・虫内 E遺跡が関接している口現況は、 /rffj荷畑

を主とする果樹問と1:1f1地であるの

は以下のとおりであるが、地点によってかなり違いがある口

第 I 層は黒褐色ノドニl~で、細川'となった遺物を合む。層厚は20~35cmの部分が殆どであ

るが、拾場 1 では、重機で一度掘削された後に埋め反されており、 40~50cmで、ある υ 第 2

!習は黒色~黒褐色土で、遺物をす合む。層は o-~ 15cmで、本!冨のf!ド去Ij分も存在する

の上面あるしJ寸土'1'位で、出j里設泣Wi.や土境惑に係る j可原引が検出されることがある

前31習はHJ褐色~虫色 1'.で、造物(ヰ合出であるの層[字は 4 40C111 で、 ，)}It上を r~~む部分もあ

る。第 4層は黒褐色のj斬移!詩で、)長厚 5~-lOcm であるつ í~l1 5 層は地山ニI~で、にぶい

日月褐色の砂買す，li'I'.ある 1./'(土砂利層であるこ ti:穴!長ピソトは本!冒上LWで、確認出来る

6 範凶，時代 e 性格

q，心杭ラインに る1I届1mのトレンチを、 20m1間|栢に 7ノドと7:¥1

いトレンチ Z本を設7jJiJた そ ら縄文時代筏J!万一晩JUjの l'坑33

10 -



!土、内 I遺跡;

ニ1- 虫設;1古橋 5 その他の遺構 7基、柱穴様ピット 601間等の他、場 2カ所が検HJ1

され、当日五期のιL{?~・ ~J誌がコンテナで、13箱した。

土坑の多くは、長径1.2m前誌の楕円形で、中心部に J↓のinJ原石を立てたものがあ

り、その的ととは二I~境基で、あると考えられる。土器埋設遺構は、粗製深鉢形土器( 1某は

形 1~器)を成立させたもので、その大部分は土器棺と考えられる。

1 r土剖売医の南部にあり、大規模である。この部分は地山が浅い沢;1犬になだらかに

窪んでおり、そこに十二器や石器等の漬物が最大で、お040cmの障さで包含されている口f，'í~j揚 2

は剖五区北西部にあり、小さい規模のものと忠われ、包含層の厚さは25cm前後で、ある。

以上の遺構若手及び場は、調中央からヰl央二!と凶[にかけての遺構・遺物共に少ない部

分を V)柱Hむ上うにうf!f]11_ているご

このようなことから本j笠跡は、縄文11寺代役期から晩期の墓域を主体とする遺跡であると

考えられる口

8図虫内 I遺跡位置図



虫内 I遺跡、

9図虫内 I 範関確認調査トレン と積出遺構配置問Jl.び工事区域内遺跡範囲図

12 -



宅F

第10図虫内 I遺跡遠景(北東砂)

議 i掃や
第11図虫内 I遺跡全景(北東砂)

- 13 -
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虫内 I遺跡



虫内 I遺跡

第12図虫内I遺跡全景(北西砂)

第13図虫内I遺跡 ⑥ 卜レンチ捨場 2の状況(北東砂)

- 14 -



虫内 I遺跡

'';' 

捨場 1の遺物出土状況(南東砂)② 卜レンチ虫内 I遺跡第14図
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捨場 1の遺物包含層(南東砂)② 卜レンチ虫内 I遺跡第15図
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虫内 l遺跡;

第20図 虫内 I遺跡 ③ トレンチ 土器埋設遺矯検出状況 (北東砂)

第21図 ⑥ トレンチ 土器埋設遺構検出状況
(北西砂)

no 
-
E
A
 

第22図 ⑤ トレンチ 土器(壷)埋設遺矯
検出状況 (北西砂)



例、. 

第23図虫内 I遺跡 ② 卜レンチ捨場 1出土土器

第24図虫内 I遺跡 ⑤ トレンチ捨場 2出土土器

- 19 -
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新町遺跡

新町遺跡

1 所在地

2 工事区域内遺跡範囲

3 調査期間

4 調査担当者

横手市大屋新II汀字新11!T36番地、外

2.850mc 

平成 2 年 5 月 14 日 ~5 月 23 日

大野憲司、佐藤尚明

5 遺跡の立地と現況

遺跡は、横手盆地中央部東側の金峠[I[[I[地の支)j)(¥から北丙方向に延びる中[111壬陵地の付

け根部分に る。この付.i5:のL11麓には水平的複合扇状地が発達しており、遺跡は、ミ子

内川によって]1ラ成された小雨;1犬地の国央~扇端部にかけての{故砕け也上に立地している。 IH告

北西方向に流れる寺内川によって形成された小扇状地上には、小さい起伏が流路に沿う形

で幾っか見られ、縄文時代後期から晩期の遺跡がl暗南東 北西方向に連なっている。新r!lr

遺跡は、そのうちの北西側に位置する。

新町遺跡が立地する微高地上には、現在大屋新聞I字新[I!Tの集落が形成されている。調

査IZの現況は、リンゴを主とする果樹園と畑地で、平坦な面となっている。

碁本的なこ!二層は、第 l 層が黒褐色耕作ニI~ (20~35cm) 、第 2 層が黒~黒褐色ニ1-. (l O~30 

cm) で造物を僅かに含み、第 3層が黒褐色~陪褐色津If移!冒 (5 10cm) 、第 4層が地山で

ある。地山二十ーは地点によって異なり、砂利層あるいはにぶし

6 範囲・時代=性格

である

調査は、 l幅1mのトレンチを

その結果、縄文時代のご!--坑 4

土と石器が出土したりごI~

して行った。

と時期不明の柱穴俵ピット数本が検出され、縄文i時代の

1-11央西部と北西部に しており、造物は剤一有区

全体に散見される。二1--坑の一つは、上泊H壬が 1m弱のフラスコ状二十.坑と考えられる。

以!二のことから、本遺跡は縄文時代(晩期か)の集落の一部か若しくは貯蔵六を伴うキ

ャンプサイト lねなj室副;であると考えられる

7 参考事項

今[bJの調査範併!は、路線予定111討のおおよそ南側半分に限られる。残りの北側半分につい

ても、この後範同硲認調査を尖施する必要がある

なお、今明確認前した部分の先制調査を、 λド成 2午8)J 25 日~~ I叶10J-J181lに行っ

た。
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新町j遺跡;

2 小松原遺跡新日I遺跡位置図新町遺跡第25図
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工事区域内遺跡範閤図(平成 2年度分j
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新町遺跡第26図



新町よ宣跡

¥哲
第27図新町遺跡遠景 (北東砂)

第28図新町遺跡 フラスコ状ピット検出状況(北砂)

-22 
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直遺跡

1.所在地 f)cRlHi ::fIz){n- 入505外

2陸工事区域内遺跡面積 5，300m" 

3.調査期間

仁調査担当

2年 4YJ 18 日~ )-J 10日

庄内昭男、小林克

1 遺跡の立地と現況

i寺入国 j宣 ~1F

16，280nn 

は、秋田市の北部にあり、
L ，い{旬、/!. L _! ~イ、一丹 、司
令プ-!じ~- )旦りど在二二jニV_c-/j._えゐ

すくい南側にある。

j宣跡は、南北 ミ丘陵地の東斜面に立地しており、 12 mを測る。現況は、杉

および雑木林となっている神社)剖辺をのぞいて、大部分が畑地であった 0

6. 範間・時代・性格

本遺跡は f秋田県遺跡地凶j

ての遺物の散布地とされている。

された周知の遺跡であり、奈良時代から中世にかけ

1+ 
V 品、 に 1mll屈のトレンチを入れて行った(第30図参照)。その

計画杭杭東側で 、こL坑、 NO，253杭東側 を検出した。 I~H こ|二 j宝物は赤焼き土器、

あり、採集品として青磁碗の破片ーがあった。ただし、大部分がNO，251杭

より南側でみつかったもので、それより北側は少なし」

ー治、ら遺構)宝物が確認できる閉までのj菜さは、 N 杭付近で、20cm、 NO，250杭{ナ

近で、40cI11、 NO ， 254i充1-;j:Ì丘で 10~15c:mで、あるカヘかつて開閉による削三子が行:われているため、

沢が入り込む N NO，251杭の問は 1111以上の深さがある口

j立跡、の年代は、1-1¥二1-.造物から平安時代後半から中世にかかると考えられる。

-23 
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第31図待入皿遺跡近景(西砂)

る!'
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第32図待入皿遺跡出土遺物

p
h
υ
 

つU



大平遺跡

大平遺跡

1 所在地

2 工事区域内遺跡面積

3 調査期間

4 調査担当者

5 遺跡の立地と現況

秋IlliH金足三jj!韻字松桔大平28-4

JtH大川郡昭和IHT大久保字元木1[1根35、外

1l，500m2 

月 14 日 ~5 月 31 日

一郎、小山内透

本遺跡は、秋同市黒川から北西にのびる元木1[1を北問端とする豊川丘陵の、西紋が舌;1犬

に張り出した部分に位置する口北側が一部昭和田Iにかかり、荷額IJには同知の遺跡である松

館遺跡がある口西側約80m に一般国道 7号が走る口遺跡の:\.U也する丘陵上国の標高は25~30

m、周囲の低地との比高差23m前後で、ある口

遺跡の現況は山林である。北東側は急傾斜で正陵頂部に連続し、北側及び西側斜面は

勾配で、南側はやや緩やかである口また西側斜面は一部土取りされている。中央には南西

側に開析された埋没谷があり、西側と北東及び南東部は相対的に高位部となっている。

6 範鹿・時代・性格

調査必要範囲は、地形的にみてj宣跡のほほ全域におよぶと忠われる。中央部の層序は、

さ1O~20cm) 、 2 層黒褐色二[::.(摩さ 30~50cm) 、 3 層褐色二!二(厚さ 10~30cm) 、

4 層地山である。北側斜面では黒出色土下に 2B層暗褐色二l二()亨さ 20~40cm) が認められ

た。北東端部斜面には上部からの流れ込みとみられる く堆積する c 及び南

は、削平の結果表土直下が地山となっている口また仁11央部の埋没谷は、部分的

に厚さ lO~20cmの j:fu 1 [ Iこ1~で、 l盛ニ[，整地がなされていた。

調査の結果、縄文時代の遺構は北側と南東部で竪穴住出跡 3軒、二[--坑 2基、焼ニi;3

地山面で検出されたロ遺物は縄文二['，器J¥- (r-[-'期後葉.f走期後葉)、1i器(11鍛・ 1ーJ坑・ス

クレイパーー剥片)等がtP，二['，し、特に西側の高位部に多1，.， ¥u 北側斜面では石器が集中して

1'"土したの 2~3 層が縄文時代の造物包757層である。

古代以降の遺構は主に南東部に分布し、地L11面及び整地面で竪穴住)古跡 i軒、jJ日¥1条、

清 2条、柱穴数基が検出された c 堀は南東高位部の北京縁をほ回すると忠われる口造物は

主に南東部の黒褐色ニL~ 中でゴ~[if[î ~ii、須恵器が，IU ニ1'，し、北側奈で5矢討;が1.点目Jl土した υ

このほかに西側斜面では時期不明の炭焼成遺構 i基を検出した

本遺跡は縄文時代とi-Jifーとの複台j笠岡;である己縄文時代では泣構の分布からみて 1-11央部を

中心に集落が);Ii:問すると忠われ、 E1T担IJ高位部でも)立物 に nl， J~ していることから

26 



大平遺跡

が存在する可能性が高い口古代では遺構、遺物の分布からみて南東部を中心に集落が存在

すると忠われる。また、堀から西側南東部が整地され、古代の竪穴住居跡が削平されてい

ること、整地面から掘りこまれている柱穴が存在すること、盛.::L整地下から土師器等が出

土していることから、南東部周辺では中世の城館が構築されている可能↑.'tlJ'考えられるつ

第33図大平遺跡位置図

門
/つω



大平遺跡

第34図大平遺跡

堀及び溝の
推定位置

竪穴住居跡

口 竪穴住居跡

土坑

O 焼土

(縄文時代)

(古代)

傷者委
争柱穴

く〉 炭焼成遺構

普石器集中出土地点

個師 トレンチ

第35図大平遺跡遺構・遺物分布図
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八幡台遺跡

3 琴正能代道路建設事業

八幡台遺跡

1 所在地 (A地点)

(B 地点)

2 工事区域内遺跡面積

3 調査期間

4 調査担当者

5 遺跡の立地と現況

本遺跡は、一般間道7号線に沿って誘致された八竜工業団地の東側圧陵地にあり、能代市

周辺の日本海沿岸に海岸線に平行に並ぶ砂丘と海成段Eの丘陵のうち、成合台地と呼ばれ

山本郡八竜町鵜川字八幡台98-5、外

山本郡八竜町鵜川字八幡台24-3、外

1，500111" (A地点 1，100m"・B地点 400m2
)

平成 2 年 6 月 11 日 ~6 月 15 日

-郎、小山内透

る標高約30mの海成段正上に立地する。基盤層は潟西層と呼ばれる砂層である。 遺跡から

は直線距離で、西約3.7kmで、日本海、南西約2.7kmで、!日八郎潟に至る。南側約400mには竪穴

住居跡、フラスコ状土坑、 、人骨等を検出した県指定史跡萱刈沢貝塚がある。

遺跡は、前年度の調査によっておよそ200m離れたA'Bの2地点に分かれることが明ら

かになっていた。 A地点は標高34m前後、現況は畑地および山林であり、 B地点は標高20

m前後で、現況は山林および畑地である口両地点とも山林から畑地、あるいは畑地から山

林へ何回かの開墾が加えられている。

6 範囲・時代・性格

調査の結果、本遺跡の工事区域内発掘調査必要面積は、前年度の調査の結果確定してしミ

るA地点700m2、Billi点1，300m2を て全体で'3，5001112で、あるこ 遺構はA地点で柱穴 4幕、

B地点でTピット 1去らを検出したの遺物は B地点でスクレイパーが i点!中!二Lしたのみであ

るηA地点の東側と B地点の本年度確定範間でのみ表土(耕作土)下に厚さ約10cmの黒色

上、さらにその下に厚さ約20~30cmの黒褐色土が存在する。他は開墾による荷Ij王子がかなり

の範囲で認められ、現況で、畑地部分の耕作土下は概ね地LIIであり、遺物包含層は消失した

ものとj忍われる円

同地点とも前年度の調査時に tH.::I~した遺物からみて縄文時代茂期の遺跡と思われる n ま

た、 B地点ではTピットが検出されたことから狩猟場として利用されたものと忠われる

7 参考事項

本泣跡は、平成 2 年 8 月 21 円~~ 10月31日まで発冊目1M責を実施した〔
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八幡台imiT-

第40図八幡台遺跡 A地点柱穴
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第41図八幡台遺跡 B 地点 Tピット
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山王併遺跡

4 国道103号i蓋路改良工事

さんのうたい

山王岱遺跡

1 所在地

2 工事区域内遺跡面積

3 調査期間

4 調査担当者

秋田県大館市餌釣字山:lごa岱10-')、外

10司200m"

平成 2 年10月 22 日 ~10 月 23 日

利部 11$;、谷地

5 遺跡の立地と現況

山主岱遺跡は大館盆地南東部の河岸段正上にある c 大館盆地東側には高森(標高592.5m)

を中心に、標高300.~500m級の早壮年期の高森山地があり、盆地周抹にはうiミ代 JII とその支

流によって形成された段圧が発達している。 遺跡は、 5 聞に区分される段丘面のうちI=j~1 位

の第 3段圧上に立地する。遺跡付近では、遺跡北東方向の秋葉山(標高328.5m) 南麓から

高森山地を下実iJして西流する餌釣沢が、段丘の束及び南側を開析して西側の古代米代J11 irjl 

積地へ流れ込み、遺跡の~地する段正面は南に頂点をもっ三角形状を呈する。標高は77~7

8m、段丘と西側の irl' ;f主地との比高は 17~20m、餌釣沢1)~irlJ積面とは 12-~14mを測る。現況

は111林である。

6 範囲・時代・性格

調査の結果、 3条、二i二塁 i条、平安時代の竪穴住居跡 l軒、士郎Ji器、縄文土器(中期)、

石器等を検出したっ工事ドー域内遺跡範!井!の南側に東西方向に 3条の空lA¥があり、そのうち

の最も北側の空堀には土塁が伴う。これらが、 2次にわたる山王岱遺跡発掘調査で検出さ

れた空堀とつながり、館跡の北限を皮切る施設と考えられる。空堀より北は、 111王台遺跡

発掘調査で‘検出された平安時代の集落跡の一部と考えられる。また、遺跡範囲全体に縄文

時代の遺物が散布している口本遺跡は、ゴヲ堀と土塁によって区間された館跡、平安時代の

集落跡、縄文時代の遺物散布地が複合する遺跡であるつ

調査地の南側は日大旧県のII'IH:域自立jでは日吉-神社を ql心とする単郭の餌釣館とされて

いたが、 1987年、 1989年の11 .U:r遺跡発掘調査によってさらに空堀が 4条検問され複数の

郭から成ることが判明した」また、 1988年の111:-:王子?遺跡発掘調査5によって調荘地の北東fWJ

にはト手LIEll a火山灰降下以前に営まれた平安時代の集落跡が発見された。 1990年発刊の

日大LLIU早大佐['r!i遺跡詳細分布調査報青書jではこれらを踏まえて、 111下j持遺跡、LlIアー台遺跡

を合めた範|芥|を餌釣館としている。 1990年には本遺跡の南東約350mにある餌釣遺跡が発椀

円

Jつd



L11王岱遺跡

され、新たに複数の郭からなる館跡が発見された。本遺跡の名称は『秋田県の中世城

同
日
目
斗
}

山
口
同

・わ仏日
μ

匂"
包子 したものであり、餌釣館の位置と遺跡名の妥当性は、本遺跡の発t[:l¥

官!司王を結果も踏まえて総合的に検討する必要がある。

7 参考事項

の範囲確認調査は、 1987年に範閉確認調査を実施した後に工事計闘の変更があり、

その結果、新たに範問確認調主そが必要となった部分(道路拡幅部分)について行ったもので

ある口第43図の工事区域内遺跡範囲は、1987年と今回の範問確認調査で判明した遺跡範開で

ある円

関係文献

秋田県教育委員

秋田県教育委員会

秋田県教育委員会

円大回目ーの斗11日:域館j 秋日孔早文化財調査報告書:第86集 1981 (昭和田年)

『遺跡詳細分布調査報告書j 秋田県文化財調査報告書第155集 1987 

(昭和62年)

n主!道103号大館南バイパス建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査概報

一山王岱遺跡 秋田県文化財ー調査報告書第170集 1988(昭和63年)

『遺跡詳細分布調査報告書j 秋田県文化財ー調査報告書第174集 1988 

(昭和63年)

『大館市山王台遺跡発掘調査報告書j 1990 (平成元年)

f秋田県大館市遺跡詳細分布調査報告書j 1990 (平成元年)

秋田県教育委員会

大館市教育委員会

大館市教育委員

第42図 山王岱遺跡・上野遺跡位置図
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一1::.里子j宣跡

うえの

上野遺跡

1 所在地 秋田県大館市池内字上野270、タト

2 工事区域内遺跡面積 2，400m" 

3 調査期間 平成 2 年10 月 18 日 ~10月 19 丹

4 調査担当者 利部修、谷地

5 遺跡の立地と現況

1=.泊二遺跡は大館盆地南東部の河岸段丘(第 3段丘)上にある口盆地周縁には米代川とその

支流によって形成された段任が発達し、この段庄は多くの小谷によって開析され舌状台地

が連なっており、本遺跡もその 11
1の Iつに立地している D

沖積地とのよヒ高は 12~15mで、ある口現況は山林である D

6 範囲・時代・性格

は68~71m 、段丘と南側の

調査の結果、縄文時代の竪穴住居跡 2軒、二|二坑 2基、溝 1条の;遺構、土師器、縄文土器、

石器等の遺物を検出した口縄文土器は仁↓1期後葉で、本遺跡は該期の集落跡である口調査区

内の東側には南北方向の沢が入り、沢埋土の大湯浮石層より上位の部分から平安時代の土

flW器が出土した口調責区外に集落があり、沢に捨てられたか、自然に流入したものと考え

られる。縄文時代の遺跡範凶はこの沢より西側の台地縁辺部と推測される。

第46図上野遺跡工事区域内遺跡範閤図

- 37 -



k野遺跡

第47図上野遺跡遠景(南砂)

，( 

第48図上野遺跡竪穴住居跡(西惨)
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5 曲田地区農免農道整備事業

家ノ後遺跡

1 所在地

2 工事区域内遺跡面積

3 調査期間

4 調査担当者

5 遺跡の立地と現況

秋田県大館市曲 ノ後96-2、外

2.800m" 

平成 2 年10 月 29 日 ~ll 月 1 日

利部修、谷地

家ノ後遺跡

家ノ後遺跡は大館市南部の河岸段丘上にある。大館盆地周縁にはうiミ代川とその支流によっ

て形成された段正が発達し第 i段丘~第 5段正に民分されているが、遺跡は中位の第 3段

丘上に立地する。遺跡の東側では北方の鞍掛けI(標高484.4m)束麓から高森山地を下刻して

南流する沢が段丘を開析して南側の米代川l沖積地へ流れ込み、西側にもこれに平行して小

谷が入っている。 遺跡の山地する段正面は、これらの沢に東西を区切られた舌状台地となっ

ている口台地上はほぼ平坦で、標高は91~92m、台地と南側の沖積地とのよヒ高差は約 14m を

測るむ現況は山林である。

6 範囲・時代・性格

調交地は、台地上平坦面の縁辺部の一部と段丘庄である急斜[giである口調査の結果、台

地上で縄文時代の竪穴住)首跡 3軒、二|二坑24基を検出したむまた、段丘庄の急斜面には多量

の縄文土器が出土する拾場が形成されていた。，tfI，二1:.したこL器の多くは縄文時代後期後葉か

ら晩期IIIf葉のもので、竪穴住所跡はいずれも縄文時代後期後葉のものである。台地上の土

坑は長軸が 1m前後の楕円形のものが15基、|二LJ形のものが 9基である u 楕円形ιi二坑は、長

期Ir1IIbJが東一回または市東一北西に集中する。これらは、県内各地で検出されている縄文

時代晩期の:1--境基と考えられる。

以上から、本遺跡は縄文時代校期後葉の集落跡と晩期前葉の が重複する遺跡で

ある u 遺跡範聞は台地ートーの全体と南側斜面のー部と推定される口そのうちの南側斜面と台

地紋辺部の…部が工事予定日域で、あるつこの範[JFIには竪穴C七hl;-跡、二L坑、土墳墓が密集し

ていると考えられる。また、今!日|の調範岡では282m"の試掘トレンチから;)，386点の土口口、

1i~~類が出 1-- し、工事[夫域内のみの発掘調去にょうても 40.000点ちかい多量の遺物がn l，土

することが予想される。

- :i9 -



家ノ後i宣跡
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第49図家ノ後遺跡ー上聖遺跡位霞図
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家ノ後遺跡

第引国家ノ後遺跡・上聖遺跡遠景 (南西砂)

第52国家ノ後・上聖遺跡

-42 -
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家ノ後遣跡

第55国家ノ後遺跡斜面の調査状況 (東砂)

第56国家ノ後遺跡 出土遺物 (縄文土器 ・岩版)
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上聖遺跡

1 所在地

2 工事区域内遺跡面積

3 調査期間

4 調査担当者

5 遺跡の立地と現況

1-.聖遺跡

秋同県大館市曲 3 -2、タト

760mム

平成 2年10月24R ~ 10月25円

利部修、谷地

上翠遺跡は、大館市南部の河岸段丘(第 3段任)上にある。遺跡の!片地する段正面は、

東側が小侵食谷によって北西から南東に斜めに開析され、南東に向かつて張り出す舌;1犬台

地となっている。台地上はほ で、標高は91~92m、台地と南側の沖積地との比高差は

約15mを測る。現況は山林である口

6 範間・時代・性格

調査の結果、土坑 7 基、焼こI~ 1カ所、縄文土器、 を検出した。縄文土器は中期

後葉のものである口焼土は台地の突端部にあり、焼土内から大型の縦~!石匙が出土した口

調査地の中央には!幅約15m、深さ約 2 mの埋没谷が入る口

本遺跡は縄文時代中期後葉の集落跡の口I能性もあるが、台地上の平姐部に大きな埋没谷

が入ることから大規模な集落跡、とは考えにくく、二1-.坑群と少数のf主情跡もしくは炉跡から

なる遺跡と推定される。丹状台地全体が遺跡の範阿と思われるが、調査地の中央に台地を

切り崩して農道が通り、その西側は果樹間による削平と撹乱を受けている。工事訳域内

跡範問は台地上の農道より東側の部分である口

J 
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第57図上聖遺跡工事区域内遺跡範囲図
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上塗冶i~;

第58図上聖遺跡近景(東砂)

第59図上聖遺跡現況 (酉惨)
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上聖遺跡
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第60図上聖遺跡土坑(南西砂)

第61図上聖遺跡焼土遺精と土坑(南砂)
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['1 ;l反遺跡;

6 県営圃場整備事業

白坂遺跡

所在地

2 工事区域内遺跡箇積

3 調査期間

4 調査担当者

5 遺跡の立地と現況

北秋田郡森吉田I浦田字上岱70、外

54，000111" 

平成 2 年10 月 22 日 ~ll 月 9 日

武藤祐浩、 高橋忠彦、 栗j宰光男、 石川 佐藤尚明

白坂遺跡は、阿仁町方面から北流し森吉町?Hr用地区で、大きく蛇行を始める阿仁川右中の

台地上に立地している。遺跡のある台地は、阿仁川によって形成された段正で、遺跡内で

は北側の広い部分で、標高50~52m、南側の阿仁川|に面した部分で標高42~45m の二百の段

正面が確認できる。

現況は、北側から阿仁川に向かつて緩く傾斜する斜面を削って造成された

畑である口

第62図白坂遺跡位置図

- 48 -
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['1 *疋i室岡、

6 範間=時代・性格

すよ]J見2

およそlOO，OOOmc
である。

は、 [lli]J卦整備事戸砧iUiJ枯220司00011ずのうちの点iHlJ

としては54，OOOIll"で、あるが、昭和初期の

にわたってi'jJj干されていることが庁かったロま円
叫
リ

打
M
V

によって遺物包

た、遺跡の]心地形は、南北に さい~)(が入 1) 込ん く起伏する JiliJl三であったこと

が判明した。従って下記に述べる各地域の 1)両日、 には部分的に去がある{コ

遺跡|人j北側の地域では、縄文時代晩期前葉のi犯行遺構および捨て場などの遺構群の他、

同時期のこ，~器・引器が多数検出されている。また平安時代のこ， ~ J'lili器も出土している口この

地域の某本層{立は I層黒色(lOYR2/1、層!享の耕作土で、 :1宝物も合まれる。 II層

ー、 !百!亨15cm) で遺構確認出であると i叶I!寺に造物の包合層でもある。

困層は黒色ニ1'，(lOYR1.7/ 1 、層厚1O~30cm) で E 層ほど多くはないが遺物を包合してい

る。 町層は黄褐色 (lOYR5/6) のシルト質の地山である。

南側では、縄文時代後則前葉の遺構群と何時期のこI~器. li器がIU土している。これら段

期の遺構群の I二11でj二墳は、 ヒ聞から覆二1-.1+1にかけて大型!の 1'1然牒を入れた袋状の土坑で、

おそらくはこL~墳墓と考えられるものである口その他土器J:ÉJi，設遺構も検出している口

は、 I層が耕作土、 E層が黒褐色土 (7.5YR3/え 層 厚20cm) で、上回で、こ1~坑

上国の際の頭部を確認できる c 間層は黒褐色こ，~ (7.5YR2/1、層厚lO~30cm )で、 iて函で

遺構の確認ができる。 地山のN層はシルト質の褐で、袋状の二L:坑の底

i百はこの屑までj主してし、る

また北側と南側の 1~1 間部分では、詳細な時間が不明な縄文時代のこを検出している口

以上から、白坂泣跡は縄文時代後日}J前葉と晩期前葉、および平安時代の複合遺跡であり、

特に北側では縄文時代晩期の配訂遺構群やJ77て場、南側の|時t牟川に回した[)Zt或には役立jjの

こ"慕群が広がっているものと考えられる。

7 参考事I項員

l打1坂j泣立肋跡;は、 日町[日{午和i日l応5日i王年iド三 .f秋火問u時jれz教育委H会発行の f円印f刊秋?火く同!県j51尽i己己:LF¥-泣跡地恒 と、 11日干1152

年秋RI県発行の f秋田県史一考古編-j に所iはされている口

また、 (I~反j立跡の j立 hl与を隔てた耳'[11W の台地{標高;53 ， 5111 で 1:11]地)には J互の岱事があり、

純文Jl~j: 'ft晩期の Ulj~ や注口二1~器なと司{IHこ，'，している(秋田 llJL遺跡地!立ij 九
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向坂遺跡

、

第64図白坂遺跡調査区全景(北砂)

第65図 白坂遺跡 B卜レンチ遺物出土状況(南砂)
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r'1.!&遺跡
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第66図 白坂遺跡 Sトレンチ土坑群(東)
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第67図白坂遺跡出土土器
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川久保下ji2肋;

7 秋田ふるさと村建設事業

田久保下遺跡

1 所在地

2 工事区域内遺跡面積

3 調査期間

4 調査担当者

5 遺跡の立地と現況

横手市婦気大堤宇m久保下62-1

1 ， 400m~ 

平成 2 年 4 汀 16 日 ~4 月 19 日

桜丘l 降，柴田陽一郎

遺跡は、横手市街地の南西に、南北に広がるけ 1Ll J ~丘陵の中央部東端の小正|凌北京斜面に

所在する口この斜面は、昭和30年代中頃に果樹閏(りんご園)造成のため、上部が広しミ範

聞で削平されている。北側には農道を扶み郷土館窯跡の位置する小丘陵があり、東側には

沖積地(水田)が広がっている口

6 範隠・時代・性格

斜面とその下方の平坦面1，400m"が、調査区内における遺跡の範ドHで、

竪穴状遺構 2恭・二十.坑 i基を検出した。

器三宅:跡 2

丘陵北東主lf町は、果樹l需を造成する|年に広い範問で地山まで削干されているが、平安時

代の須;官、 6~~足跡 2 基・竪穴状遺構 2 基を検出した口この筒所は造成前まで山地となってい

たらしいが、造成により上方からの排土が逆に感ニ!-.されて、二十

cm、II:炭化物混入黒褐色二!~.20~25cm、国:地山となっている。

斜面下方の平坦面で、古墳時代の:ト~mjj~~ (1不)をtP1こ!~~する

は、 I : 担任二!'.15~25

1 ~早を検出したへこの

坦面は、現在北側の農道となっている区域がJ~だったことから、隣接地を自Ij干して埋め立

て、 ilJIj平したところには斜面からの排土を盛土したためにできたものと百眉われ、地L[I上に

が見られる心この JúL:L層 I=I~I には、縄文時代の {i6~ (スクレイパー)

平安時代の須恵器仰い が包含されている

このことから、間久保下遺跡は、縄文時代・古墳時代にも生活の場となったが、了ー房跡と

推定される竪穴状遺構と窯肋;が検出されていることから、平安時代の須志寄生}icfその場とし

て使用されたと考えられる口

7 参考事項

本遺跡は、平成 23ド9)~J 19H ~ll 月 28H に発掘調査が行われている。
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第71図 田久保下遺跡試掘トレンチ設定図
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田久保下遺跡

第73園 田久保下遺跡全景 (北東砂)

第74園 田久保下遺跡出土古墳時代の土器
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第75図 田久保下遺跡出土遺物実測図
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和田遺跡

8 県道協和・松ケ崎線道路改良工事

和田遺跡

1 所荘地

2 工事区域内遺跡面積

3 調査期間

4 調査担当者

5 遺跡の立地と現況

仙北郡協和町上淀川宇和田149

1，000m2 

平成 2 年 4 月 16 司 ~19 日

小畑巌、高橋学

遺跡は協和町上淀川集落の西約1.3Kmにあり、南西に向かつて蛇行する淀川の右山段丘

上に立地する。標高は49~54mあり、北から南に緩く傾斜している口遺跡の西約2.5Km に

は、縄文時代前期の放射状に配列された大型住居跡が検出された上ノ山 H遺跡がある口現

況は、ナラと杉などからなる UJ林である。

5 範思・時代・性格

幅 1mのトレンチを設定し、調査を行った。その結果、道路センター杭No.1l3とNo.1l6

に入っているこつの沢に挟まれた台地上で、土坑 i基、弥生土器、凹石が検出された口この

ことから、弥生時代の遺構・遺物がさらに検出される可能性が大と推定される。

なお、遺構・遺物の出土層位は、 5~20cmの表土( 1層)の下の褐色土(II層)で弥生土器

を確認でき、阻層黒褐色土下層で遺構が検出できた白地UJ(N瞳)は黄褐色粘土で、ある。

要調査範回の西側には平坦聞がみられるが、遺構・遺物は検出されなかった口従って、

台地の先端に近い部分に遺跡の中心があるものと推定される口

7 参考事項

この遺跡は、平成 2 年 5 月 21 日 ~6 月 22 日まで発掘調査が行われている。

第76図和田遺跡位置図
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和田遺跡
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第77図和田遺跡事業区域内遺跡範囲図
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利凶遺跡

第78図和田遺跡調査風景 (東砂)

『聖

第79図和田遺跡近景(北西砂)
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